
董と
う

其き

昌し
ょ
う

（
１
５
５
５
〜
１
６
３
６
）

◆
行
書
七
絶
詩

　

江
蘇
省
華
亭
県
の
人
で
、
字
は
玄
宰
、
号
を
思
白
。
34
歳
に
進

士
と
な
り
翰
林
院
編
修
か
ら
累
進
し
て
南
京
礼
部
尚
書
の
大
官
に

な
っ
た
。
若
い
時
か
ら
巧
書
・
妙
画
を
も
っ
て
盛
名
を
成
し
た
。

書
は
元
の
趙
子
昻
と
併
称
さ
れ
、
そ
の
円
満
に
し
て
奇
矯
の
な
い

書
風
は
清
の
康
熙
・
乾
隆
帝
の
書
に
影
響
を
与
え
、
ま
た
清
の
正

統
派
文
人
画
の
祖
と
い
わ
れ
る
王
時
敏
が
彼
の
門
弟
で
あ
っ
た
関

係
か
ら
も
、
董
其
昌
の
名
声
は
清
一
代
を
支
配
し
た
。

表紙紹介

ᲇ
ྶ
ଂ
ᤴ
๏
঺
଄
૾
記

　

古
陽
ಎ
北
壁
上
段
、
෹
ᴯ
の
右
ଆ
に
ࠁ
さ
れ
た
碑
形
の
໏
。
ᲇ
ྶ
蔵
と
ᤴ
法
঺
の
２
人
が
ऍ
ՠ
像

一
ᷯ
を
造
り
、
皇
道
の
永
ڵ
、
一
門
の
ൟ
栄
、
成
෹
を
ف
願
し
た
も
の
。
筆
࿏
の
暢
ୡ
し
た
、
よ
く

整
っ
た
字
形
で
あ
る
が
、
横
画
ऩ
筆
部
に
筆
を
は
ね
あ
げ
る
隷
法
が
み
ら
れ
、
北
方
ܥ
の
や
や
古
様

の
風
格
を
示
し
て
い
る
。
龍
門
の
代
表
作
の
一
つ
で
、
四
品
の
中
に
਺
え
ら
れ
て
い
る
。

ぎ

Ε
い
ͧ
う
ͤ
つ
΄
う
し
ょ
う
ͧ
う
ͧ
う
き

1



　

董
其
昌
は
、
筆
法
に
非
常
に
執
着
し
た
と
同
時
に
、
文
字
の
格
好
に
も
の
す
ご
く
拘
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
筆
を
キ
チ
ッ
と
立
て
る
と
い
う
姿
勢
と
と
も
に
、
筆
法
と
い
う
も
の
を
無
視
し
て
書

い
た
ら
書
に
な
ら
な
い
と
。
そ
ん
な
董
其
昌
の
評
を
聞
い
て
、
い
ざ
書
に
臨
ん
で
み
る
と
、
な
る

ほ
ど
と
頷
け
ま
す
。
書
線
は
澄
ん
だ
清
流
の
如
く
爽
や
か
だ
し
、
字
形
は
変
に
誇
張
す
る
わ
け
で

も
な
し
、
ま
さ
に
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で
す
。

　

漢
字
は
全
て
董
其
昌
の
集
字
か
ら
な
る
も
の
で
す
。
で
す
が
、
作
品
の

構
想
に
合
わ
せ
て
、
少
し
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
り
、
ひ
ら
が
な
は
、
漢
字
と

調
和
す
る
よ
う
調
整
し
ま
し
た
。

三
品
南
金
禹
貢
陳　

九
流
淸
鑒
待
方
甄　

關
門
天
地
由
來
闊　

靑
眼
相
看
得
幾
人

庭て
い

前ぜ
ん

に
白し

ろ

く
咲さ

い
た
る
椿つ

ば
き

か
な
（
上
島
鬼
貫
）（

45
×
35
㎝
）

（136×35㎝）

2



ᑵ 書 臨 書 課 題（ࣈ׽半ࢴ෦） 對 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
花
林
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

3



్
中
ま
で
ਨ
直
に

എ
勢
に

方
向
に
注
意

左
上
部
に
置
く

横
画
は
同
方
向
に
右
上
げ

余
白
は
ほ
ぼ
ۉ
等
に

余
白
広
く
ゆ
っ
た
り
と中

に
ߜ
る

中
に
入
れ
込
む

෴੎ʹಊʑと

ܰ͘Լ͛て

太
い
線
と
細
い
線
を

使
い
分
け
る

઀
筆
し
な
い

〔
ැ
〕

〔
明
〕

〔
聖
〕

〔
ط
〕

〔
Մ
〕

〔
䣈
〕

㣡
の
１
画
目
は
୹
く
、
縦
画
は
そ
の
右
ଆ
を
通
り
എ
勢
に
、
３
画
目

は
左
に
張
り
出
す
。
旁
の
３
画
目
は
్
中
ま
で
ਨ
直
に
、
下
部
は
ら

い
で
広
が
り
を
つ
く
る
。

偏
と
旁
の
幅
は
同
じ
く
ら
い
で
、
横
画
は
同
方
向
に
右
上
げ
に
す
る
。

内
部
の
w（
ࠎ
法
）は
઀
筆
し
な
い
よ
う
に
。

１
画
目
の
書
き
出
し
の
位
置
に
気
を
配
り
、
ࣖ
は
余
白
を
広
く
ゆ
っ

た
り
と
つ
く
る
。
Ԧ
の
１
画
目
は
左
に
は
ら
い
、
最
終
画
は
෴
勢
に

し
て
堂
々
と
安
定
さ
せ
る
。

偏
は
縦
長
に
、
旁
は
下
部
で
広
が
る
。
旁
の
横
画
の
長
さ
と
最
終
画

の
方
向
に
注
意
す
る
。

１
画
目
は
右
上
が
り
に
長
く
、
ޱ
は
左
上
部
に
位
置
し
て
下
部
の
余

白
を
広
く
と
る
。
最
終
縦
画
は
重
厚
に
し
っ
か
り
と
、
右
ଆ
は
十
分

あ
け
る
。

偏
の
右
ଆ
を
縦
に
揃
え
、
細
部
余
白
は
ほ
ぼ
ۉ
等
に
す
る
。
旁
は
太

い
線
と
細
い
線
を
使
い
分
け
、
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
留
意
。

楷
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

楷
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

Ԥ
陽
ᨑ
　
九
成
宮
ᬱ
泉
໏

き
ゅ
う
せ
い
き
ゅ
う
れ
い
せ
ん
め
い

お
う
よ
う
じ
ゅ
ん

〔
扶
明
聖
既
可
蠲
〕（
寔ま

こ
と

に
）明
聖
を
扶た

す

く
る
な
り
。
既
に（
茲こ

の
沈ち

ん

痼こ

を
）蠲の

ぞ

く
可
く
、

原　

帖

4



ߦ 書 臨 書 課 題（ࣈ׽半ࢴ෦） 對 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
花
林
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



旁
は
太
め
に

偏
は
細
め
に

左
へ
の
張
り
出
し
に
注
意 細

線
で
張
り
出
す

前
画
か
ら
受
け
る

左
へ
の
動
き

前
܏
の
形

充
実
さ
せ
る

広
々
と

う
ね
り
な
が
ら

筆
圧
を
か
け
て

旁
は
ີ
に

๝先とෲΛ
෼͚Δ͍࢖

ೖච͸ྗ͘ڧ

1

�

ӈ΁のಈ͖

ච先ΛཷΊて͔Β͸ͶΔ

�

1

3

4

〔
්
〕

〔
ો
〕

〔
子
〕

〔
ጀ
〕

〔
વ
〕

〔
正
〕

偏
は
細
め
に
さ
わ
や
か
に
、
下
部
を
広
く
あ
け
る
。
旁
は
太
め
に
力

強
く
、
方
向
や
長
さ
に
留
意
し
、
最
終
画
は
う
ね
り
な
が
ら
筆
圧
を

か
け
る
。

上
部
は
広
々
と
、
ڕ
は
太
細
の
変
化
を
つ
け
て
下
の
横
の
部
分
は
細

い
線
で
左
に
張
り
出
す
。
Փ
は
充
実
さ
せ
て
。

前
܏
の
形
に
な
り
、
１
画
目
始
筆
は
う
ち
こ
み
強
く
。
左
へ
の
動
き

を
大
き
く
す
る
。

偏
の
余
白
を
広
く
と
る
。
秋
は
偏
よ
り
高
い
と
こ
ろ
か
ら
書
き
始
め
、

１
画
目
の
入
筆
は
力
強
く
、
筆
意
を
通
し
て
ີ
に
ま
と
め
る
。

左
へ
の
張
り
出
し
に
注
意
し
、
֓
形
は
不
等
辺
三
֯
形
に
な
る
。
筆

の
鋒
先
と
ෲ
を
使
い
分
け
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
運
筆
す
る
。

全
体
に
横
広
に
形
ͮ
く
り
、
右
へ
の
動
き
を
出
す
。
左
の
縦
の
部
分

は
前
画
か
ら
受
け
て
入
り
、
２
つ
の
折
れ
は
し
っ
か
り
と
方
向
を
変

え
て
勢
い
よ
く
運
筆
す
る
。

行
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

行
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

ો
᫇
　
前
੺
น
ො

そ
し
ょ
く

ぜ
ん
せ
き
へ
き

ふ

原　

帖

〔
婦
蘇
子
愀
然
正
〕
婦
を（
泣
か
し
む
。）蘇そ

子し

愀し
ょ
う

然ぜ
ん

と
し
て
、（
襟え

り

を
）正
し
て

6



૲書臨書課題（ࣈ׽半ࢴ෦） த Ҫ ྮ ڿ 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
四
海
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

7



方
向
の
変
化

の
び
や
か
に

一
度
と
め
て

長
く

強
い

右
上
が
り

右
に
張
り
出
す

位
置
に
注
意

上
部
は
ૄ
に

余
白
の
広
狭
に
留
意

縦
の
ඍ
妙
な
方
向
の
ҧ
い

下
部
は
ີ
に

〔
ཾ
〕

〔
ࢣ
〕

〔
Ր
〕

〔
ఇ
〕

〔
ௗ
〕

〔
׭
〕

֓
形
は
ほ
ぼ
四
֯
形
に
な
る
。
偏
と
旁
の
間
は
ゆ
っ
た
り
と
広
く
と

り
、
旁
は
横
の
部
分
の
方
向
を
変
化
さ
せ
る
。

縦
長
に
形
ͮ
く
り
、
左
右
の
縦
の
ඍ
妙
な
方
向
の
ҧ
い
に
配
ྀ
す
る
。

偏
か
ら
旁
へ
の
ࣼ
画
は
太
め
の
線
で
、
終
筆
は
方
向
に
注
意
し
て
の

び
や
か
に
。

全
体
に
不
等
辺
三
֯
形
に
ま
と
め
、
上
部
の
２
ἃ
所
は
一
度
と
め
て

か
ら
、
最
終
画
は
右
に
張
り
出
す
。

上
部
は
ૄ
に
、
下
部
は
ີ
に
な
る
。
下
部
の
位
置
に
気
を
配
り
、
回

転
部
分
は
୯
調
に
な
ら
な
い
よ
う
に
緩
急
を
つ
け
る
。

全
体
に
縦
長
の
造
形
。
余
白
の
広
狭
に
留
意
し
、
ゆ
っ
た
り
と
運
筆

す
る
。

書
き
出
し
は
強
い
右
上
が
り
に
な
り
、
縦
の
部
分
を
長
く
。
下
部
は

動
き
が
小
さ
い
が
、
白
が
௵
れ
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。

૲
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

૲
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

ջ
ૉ
　
૲
書
千
字
文

か
い

そ

せ
ん

じ

も
ん

そ
う
し
ょ

〔
龍
師
火
帝
鳥
官
〕
龍り

ゅ
う

師し

火か

帝て
い

、
鳥ち

ょ
う

官か
ん（
人じ

ん

皇こ
う

。）

原　

帖

8



ྴ書臨書課題（ࣈ׽半ࢴ෦） 對 馬 聖 峰 臨４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
四
海
）・
推
奨
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

9



大
୾
に
力
強
く

中
心
よ
り
右
へ

横
は
ਫ
平
に

ԡしࠐΜで
্͛Δҙࣝで
ΊΔࢭ

Լ෦Λॏ͘し҆定ͤ͞Δ

ྗΛൈ͔ͣԡしࠐΉ

ʹΒ͔׈ઢでۂ

1

1

�
3 4

1

�

3

4

5
6 7

8 9

10

11

1

�

3
4 5

6

7
8

9

10 11

�

3 4

筆
圧
を
か
け
て

ど
っ
し
り
と

鋒
先
で
細
め
に

細
線
で

す
っ
き
り
と

〔
๟
〕

〔
޹
〕

〔
྿
〕

〔
張
〕

〔
፼
〕

〔
ଐ
〕

㜙
の
右
下
へ
い
く
部
分
は
ओ
画
な
の
で
大
୾
に
力
強
く
。
中
の
部
分

は
鋒
先
で
細
め
に
、
横
の
間
ִ
は
ほ
ぼ
ۉ
等
に
す
る
。

２
画
目
と
４
画
目
が
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
の
筆

順
で
書
い
た
。
長
い
横
の
部
分
は
細
線
で
す
っ
き
り
と
軽
や
か
に
。

子
の
位
置
に
注
意
す
る
。

ኅ
の
左
は
ら
い
の
部
分
は
筆
圧
を
か
け
て
ど
っ
し
り
と
、
ԡ
し
込
ん

で
は
ね
上
げ
る
。
݉
は
中
心
よ
り
右
へ
配
置
し
、
画
が
ࠞ
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
細
線
で
。

横
方
向
の
動
き
に
気
を
配
る
。
旁
の
下
部
は
ۂ
線
で
׈
ら
か
に
、
偏

と
旁
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
ま
と
め
る
。

偏
は
幅
が
狭
く
、
旁
は
広
い
。
໷
の
筆
順
と
余
白
に
留
意
し
、
下
部

を
重
く
し
て
安
定
さ
せ
る
。

３
画
目
は
筆
圧
十
分
に
、
終
筆
は
ԡ
し
込
ん
で
上
げ
る
意
識
で
止
め

る
。
中
の
部
分
の
横
は
ਫ
平
に
し
、
間
ִ
に
注
意
す
る
。

ྴ
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

ྴ
書
ྟ
書
課
題
ղ
આ

૤
શ
ൾ

そ
う

ぜ
ん

ひ

〔
鳳
孝
廉
張
掖
属
〕（
祖
父
）
鳳ほ

う

は
、
孝
廉
・
張
掖
属

原　

帖

10



த ࣈ 課 題（ࣈ׽半ࢴ෦） 三 Ӝ ๕ 汀 書４月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

楷
・
行
・
草
の
三
体
字
典
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

11



ௐ࿨ମ（͔ࣈ׽ͳަ͡りจ）課題 三 Ӝ ܠ ल 書４月号

※出品段級位（調和体部 新級〜正師範）

推
奨
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
大◎

変
立
派
な
緑
の
鉢
植
え
さ
っ
そ
く　

家
族
の
集◎

ま
る
リ
ビ
ン
グ
に
飾
ら
せ
て

　
　
　

い
た
ゞ
き
ま
し
た
大◎

き
な
グ
リ
ー
ン
が
あ
る　

だ
け
で
空
間
が
生
き
〳
〵
と
し
て
き
ま
す

12



漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題
Ａ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
ࢣ
ൣ
）

方
向
に
変
化
を
つ
け
る

の
び
や
か
に
長
く

小
さ
く

軽
շ
に

太
細
を
利
か
せ
る

し
っ
か
り
と白
が
௵
れ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と

動
き
を
大
き
く

太
く

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

推
奨
筆（
白
神
）・
推
奨
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華か

心し
ん

箋せ
ん

）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）　

で
自
分
の
表
現
方
法
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　
『
今
月
は
割
と
書
き
や
す
い
で
す
。
大
小
の
文
字
が
適
宜
ち
ら
ば
り
、
動
き
も
自

然
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
で
き
ま
し
た
。
２
行
を
俯
瞰
す
る
と
、
大
き
な
文
字
が
真

横
に
並
ば
ぬ
こ
と
（
逆
に
小
さ
い
文
字
も
同
様
）
字
間
の
空
き
が
、
こ
れ
も
横
に
同

列
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
後
は
字
形
を
縦
に
意
識
し
、
流
れ
を
下
に
下
に
と
書
い
て

い
っ
て
下
さ
い
。』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』内
は
對
馬
聖
峰
先
生
よ
り
）

　

ど
ん
な
芸
術
に
も
空
間
に
対
す
る
感
覚
は
大
切
な
要
素
で
す
。
と
り
わ
け
白
と
黒

の
み
で
表
現
す
る
書
に
と
っ
て
、
白
す
な
わ
ち
空
間
の
大
切
さ
は
今
ま
で
の
解
説
で

も
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
書
の
場
合
、
そ
れ
は
文
字
造
形
に
お
け
る
白
で
あ
っ

た
り
し
ま
す
が
、
要
す
る
に
空
間
に
対
す
る
感
性
が
大
切
な
要
素
で
し
ょ
う
。
空
間

と
線
質
と
造
形
が
見
る
も
の
に
と
っ
て
様
々
な

感
じ
を
与
え
、
作
品
の
多
様
さ
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

理
屈
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ど
う
表
現
す
る

か
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
結
局
良
い
書
を

見
、
鑑
賞
す
る
こ
と
以
外
に
は
な
い
よ
う
で
す
。

他
に
書
に
関
す
る
出
版
物
を
見
る
こ
と
、
そ
し

て
「
こ
ん
な
書
も
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
段
階

か
ら
、「
こ
ん
な
も
の
を
書
い
て
み
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
の
中

〔
江

◎

曠
春
潮
白　

山
長
曉
岫

◎

靑　

他
鄕
臨
眺
極

◎

　

花
柳
映
邉
亭
〕
王
勃　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
江こ

う

曠ひ
ろ

く
春し

ゅ
ん

潮ち
ょ
う

白し
ろ

く
、
山や

ま

長な
が

く
暁ぎ

ょ
う

岫し
ゅ
う

青あ
お

し
。
他た

郷き
ょ
う

臨り
ん

眺ち
ょ
う

極き
わ
ま

り
、
花か

柳り
ゅ
う

辺へ
ん

亭て
い

に
映え

い

ず
。

意
味
︱
江
は
広
く
春
の
潮
は
白
く
寄
せ
、
山
は
長
く
暁
の
岫み

ね

は
青
い
。
故
郷
を
離
れ
て
見
は
る
か
す
と
、
紅
い
花
と
緑
の
柳
が
片
隅
の
亭
に
映は

え
る
。
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漢
字
条
幅
ྟ
書
課
題

漢
字
条
幅
ྟ
書
課
題

漢
字
条
幅
ྟ
書
課
題
Ｂ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
ࢣ
ൣ
）

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

B

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ

Ｃ

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
臣

◎

之
極
地　

豈
不
以
才

◎

爲
世
出　

功
冠
一

◎

時　

挫
思
朙 

争
坐
位
文
稿
〕（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）　

読
み
︱（
人
）臣
の
極
地
に（
当
た
る
。）豈あ

に
才さ

い

は
世せ

い

出し
ゅ
つた
り
、
功
は
一い

ち

時じ

に
冠か

ん

た
る
を
以も

っ

て
に
あ
ら
ず
や
。
思し

明め
い

の（
跋ば

っ

扈こ

の
師
を
）挫く

じ

き
、

意
味
︱（
人
）臣
の
最
高
位
に（
お
ら
れ
る
の
は
、）才
能
が
世
に
あ
ら
わ
れ
、
功
績
が
一
世
に
冠
続
し
て
お
ら
れ
る

　
　
　

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
史し

思し

明め
い

の（
跋ば

っ

扈こ

の
軍
隊
を
）く
じ
き
、

推
奨
筆（
神
技
北
斗
）・
推
奨
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

揮毫動画を
配信しています
詳しくはP39を
ご覧下さい

◆
顔が

ん

真し
ん

卿け
い

（
争そ

う

坐ざ

位い

文ぶ
ん

稿こ
う

）

　

Ａ
は
空●

き●
を
作
る
こ
と
。
特
に
偏
と
旁
か
ら
な
る
文
字
は
、

下
部
を
揃
え
な
い
よ
う
に
。
Ｂ
の
連
綿
線
は
、
前
字
か
ら
ほ
ぼ

同
じ
太
さ
に
す
る
。
本
来
な
ら
虚
画
な
の
で
細
い
線
で
繋
ぐ
が
、

こ
こ
で
は
実
画
の
よ
う
に
。
Ｃ
は
ご
覧
の
よ
う
に
偏
と
旁
の
文

字
を
全
て
囲
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
懐
を
広
く
し
、
ゆ
っ
た
り
し

た
形
を
示
す
。
そ
の
中
で
も
Ａ
の
余
白
を
忘
れ
ず
に
。
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余
白
の
広
狭
に
注
意

方
向
の
変
化

偏
と
旁
の

間
を
広
く

う
ち
こ
み
強
く

太
く

回
転
部
分
は
ス
ム
ー
ズ
に

太
く

◎

◎

初等課題原寸大手本300円

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
三
段
）

津 島 春 汀 書

四半切（約68×約17.5センチ）

推
奨
筆（
心
月
）・
推
奨
紙（
四
半
切
華
心
箋
）・
推
奨
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

・
偏
と
旁
の
間
を
広
く
あ
け
る
。
気
の
縦
画
と
満
の
旁
と
の
関
係
性
を
持

っ
て
。

・
墨
継
ぎ
、
満
よ
り
小
さ
め
に
。
旁
は
偏
よ
り
高
い
と
こ
ろ
か
ら
書
き
、

中
の
部
分
の
余
白
が
美
し
く
残
る
よ
う
に
。

・
横
画
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
転
折
部
分
で
は
し
っ
か
り
方
向
を
変
え
て

ス
ム
ー
ズ
に
運
筆
す
る
。

　

新
芽
が
芽
吹
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
の
目
標
に
コ
ン
ク
ー
ル
や
地
区
展
、

ま
た
半
切
作
品
に
な
り
ま
す
が
、
鷹
揚
展
に
挑
戦
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
？

　

展
覧
会
活
動
は
沢
山
の
学
び
に
な
り
ま
す
。
是
非
ワ
ク
ワ
ク
し
て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

今
月
の
構
成
は
上
３
字
、
下
２
字
、
春
の
陽
気
の
様
に
軽
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

・
大
き
く
な
ら
な
い
様
に
控
え
目
に
。

偏
は
小
さ
く
、
旁
は
余
白
の
広
狭

に
注
意
す
る
。

・
瑞
の
最
終
画
か
ら
続
け
る
気
持
ち

で
強
く
入
筆
し
、
草
体
で
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
縦
長
に
。
上
部
と
下
部
の

横
方
向
に
変
化
を
つ
け
る
。

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

〔
満
〕

〔
花
〕

〔
気
〕

〔
瑞
〕

〔
梅
〕

〔
瑞

◎

気
満
梅

◎

花
〕
禅
語　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
瑞ず

い

気き

梅ば
い

花か

に
満み

つ　
　

意
味
︱
め
で
た
い
春
の
気
が
梅
の
花
に
満
ち
、
あ
た
り
が
幸
せ
に
包
ま
れ
て
い
る
様
子
。
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࣮ ༻ 課 題 ੁ ໺ ՚ ਯ 書４月号

※出品段級位（実用課題 新級〜五段）

推
奨
筆（
和
尚
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
推
奨
墨（
玉
品
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

「
実
用
課
題
」は
、
段
位
認
定
証
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。（
支
部
長
先
生
は
支
部
長
手
帳
の
Ｐ
33
を
ご
覧
下
さ
い
。）

春し
ゅ
ん

暖だ
ん

の
候こ

う

特と
く

別べ
つ

賞し
ょ
う

桜さ
く
ら

前ぜ
ん

線せ
ん

御お

車く
る
ま

代だ
い

拝は
い　

啓け
い

謹き
ん　

呈て
い

16



　͔ͳ　課　題（͔ͳ半ࢴ෦） 湯 川 三 壽 先生 書４月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

推
奨
筆（
南
風
）・
推
奨
紙（
か
な
用
料
紙
）・
推
奨
墨（
み
む
ろ
）

※
19
ペ
ー
ジ
に
解
説
が
あ
り
ま
す
。

読
み
︱
花は

な

さ
そ
ふ
名な

ご
り残
を
雲く

も

に
吹ふ

き
と
め
て
し
ば
し
は
に
ほ
へ
春は

る

の
山や

ま

風か
ぜ

（
藤
原
雅
経
）

意
味
︱
花
を
誘
い
散
ら
す
風
の
名
残
を
、
白
雲
に
吹
き
留
め
て
、
せ
め
て
し
ば
ら
く
は
花
の
美
し
い
色
を
見
せ
て
く
れ
、
春
の
山
風
よ
。

花
さ
曽そ

ふ
奈な

こ
利り

を
雲
尓に

婦ふ

支き

と
免め

て
し
者は

四し

八は

耳に

保ほ

へ
春
の
や
万ま

可か

せ

◎

◎

※出品段級位（かな半紙部 新級〜正師範）　 　 　 　 　 　

（
◎
は
墨
つ
ぎ
）
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◎

◎

点
は
筆
先
を

く
じ
く
よ
う
に

「
ଧ
つ
」

˚
逆
筆・当
た
り 墨

ྔ
控
え
目
に

字
幅
を
出
し
て

た
っ
΀
り
含
ྔ

や
や
筆
を
開
い
て
太
く

字
の
中
の
白
を

不
等
分
割
に

縦
の
方
向
に

変
化
を
持
た
せ
て

筆
開
き
太
く

細

細
٧
め
て

細

太

太

ύ
タ
ン
と
筆
を
返
し
て

渇
筆
線

浮
か
な
い
よ
う
に

か
な
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
ࢣ
ൣ
）

か
な
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
か
な
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

湯 川 三 壽 先生 書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

　

手
本
を
見
て
す
ぐ
に
書
き
出
さ
ず
、
原
寸
手
本
を
お
持
ち
の
方
は
、
壁
に
張
っ
て
感
じ
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
的
確
に
、
全
体
感
を
心
静
か

に
把
握
し
、
全
体
か
ら
受
け
る
情
景
を
よ
み
と
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

書
く
前
に
し
っ
か
り
と
手
本
を
眺
め
、
ど
こ
に
美
し
さ
が
あ
る
か
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら

始
め
、
そ
れ
か
ら
全
体
構
成
し
て
い
る
個
々
の
造
形
や

用
筆
運
筆
の
技
術
を
も
読
み
と
る
く
ら
い
ま
で
書
き
込

ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
で
き
た
作
品
は
誤
字
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ
こ
で
も
壁
に
張
っ
て
全
体
を
見
て

反
省
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
筆
や
紙
と
の
相
性
で
随
分
線
も
左
右
し
ま
す
。

先
生
の
ね
ら
い
を
つ
か
む
努
力
が
必
要
で
す
。

　
『
今
月
作
は
、「
花
」
の
草
書
で
点
の
多
い
造
形
か
ら
の
書
き
出
し
で
す
。「
点
」
は
〝
書

く
〟
と
言
わ
ず
に｢

打
つ｣

と
言
い
ま
す
。
筆
先
を
挫
く
よ
う
に
、｢

打
つ｣

こ
と
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
起
筆
の
逆
筆
、
転
折
で
の
当
た
り
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
蔵
鋒
で
、

深
味
の
あ
る
線
、
渇
筆
に
お
い
て
も
浮
か
な
い
線
を
表
現
し
ま
し
ょ
う
。youtube

湯
川

三
壽  Instagram@

sanjyukana

』　　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
湯
川
三
壽
先
生
よ
り
）

推
奨
筆（
雅
）・
推
奨
紙（
か
な
条
幅
用
紙
半
切
・
桂
風
）・
推
奨
墨（
の
ぎ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
含
墨
）　　

〔
花
さ
曽そ

ふ
那な

こ
利り

を
雲
二に

ふ
支き

と
免め

て
し
者は

四し

八は

二に

本ほ

へ
八は

る
の
山
風
︺

読
み
︱
花は

な

さ
そ
ふ
名な

ご
り残
を
雲く

も

に
吹ふ

き
と
め
て
し
ば
し
は
に
ほ
へ
春は

る

の
山や

ま

風か
ぜ

（
藤
原
雅
経
）

意
味
︱
花
を
誘
い
散
ら
す
風
の
名
残
を
、
白
雲
に
吹
き
留
め
て
、
せ
め
て
し
ば
ら
く
は
花
の
美
し
い
色
を
見
せ
て
く
れ
、
春
の
山
風
よ
。

◎

◎

読
み
︱
花は

な

さ
そ
ふ
名な

ご
り残

を
雲く

も

に
吹ふ

き
と
め
て
し
ば
し
は
に
ほ
へ
春は

る

の
山や

ま

風か
ぜ

（
藤
原
雅
経
）

意
味
︱
花
を
誘
い
散
ら
す
風
の
名
残
を
、
白
雲
に
吹
き
留
め
て
、
せ
め
て
し
ば
ら
く
は
花
の
美
し
い
色
を
見
せ
て
く
れ
、
春
の
山
風
よ
。
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ϖン ᑵ 書 課 題（ϖン෦）４月号

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
औ
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
５
５
̌
円

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

໊　෦　ࢧ
ֶ　　　೥

ஈ　ڃ　Ґ

໊　　　ࢯ

三 Ӝ ܠ ल 書ϖン ߦ 書 課 題（ϖン෦）４月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
औ
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
５
５
̌
円

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

໊　෦　ࢧ
ֶ　　　೥

ஈ　ڃ　Ґ

໊　　　ࢯ

三 Ӝ ܠ ल 書
※
ビ
ル
・
ή
イ
π（
１
̕
５
５
Ỗ
）…
Ξ
メ
リ
カ
合
ऺ
ࠃ
の
実
ۀ
家
・
Ϛ
イ
ク
ϩ
ι
フ
ト
創
ۀ
者
の
一
人
。
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ϖン ߦ 書 課 題（ϖン෦）４月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
औ
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
５
５
̌
円

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

໊　෦　ࢧ
ֶ　　　೥

ஈ　ڃ　Ґ

໊　　　ࢯ

三 Ӝ ܠ ल 書
※
ビ
ル
・
ή
イ
π（
１
̕
５
５
Ỗ
）…
Ξ
メ
リ
カ
合
ऺ
ࠃ
の
実
ۀ
家
・
Ϛ
イ
ク
ϩ
ι
フ
ト
創
ۀ
者
の
一
人
。
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ࢧ ෦ ໊

ஈ ڃ Ґ

໊　　ࢯ

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
औ
ѻ
っ
て
お
り
ま
す
定
価
５
５
̌
円

（
万
年
筆
プ
レ
ϐ
ー
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

ϖン ԣ 書 課 題（ϖン෦）４月号

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支
部
名
、
段
級
位
、
氏
名
も
横
書
き
で
書
い
て
下
さ
い

※
Ϛ
ッ
ク
ス
・
΢
ェ
ー
バ
ー（
１
８
６
４
Ỗ
１
̕
２
̌
）…
υ
イ
π
の
఩
学
者
・
ࣾ
会
学
者
。

三 Ӝ ܠ ल 書ペ
ン
部
課
題
ղ
આ

ペ
ン
部
課
題
ղ
આ

楷
書
課
題

行
書
課
題

横
書
課
題

த৺

த৺

த৺

の
び
や
か
に

長
く

ፏ
平
に

方
向
に
注
意

位
置
に
注
意

左
を
長
く

�

�

�

�

�
� ��

右
寄
り
に

左
右
は
ら
い
は

の
び
や
か
に

し
っ
か
り
と

長
く

のとりํʹ஫ҙすΔؒࣈ◎
。Λ大͖͘ɺͻΒ͕ͳΛখ͘͞ࣈ׽◎

ԣ޿ʹ

のͼ΍͔ʹ ภのӈଆΛଗ͑Δ

ִؒʹ஫ҙ

の
び
や
か
に

折
り
返
す

右
寄
り
に

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

　

で
安
定
さ
せ
る
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